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した非 RI 定量評価法が検討されている。そこで本研究では，代表的口腔細菌 (Streptococcusmutans (Sm) , 
Streptoc町cussan♂Iinis (Ss) , Actinomyces naesJundii (An), Actinomyces oris (Ao) ，持'iJJone1Jaatypica (Va) 




PMMA への付着を定量した。 PMMA表面は唾液あるいは KCI buffer (controI)で表面処理後，菌懸濁液を加え




結果: Sm, Ss, Ao, Va の菌量は alamarBlue⑧によって定量可能であることが示された。さらに，代謝基質
の添加により定量感度は 6.5 - 110 倍に向上し，測定時間も 3 時間から 30 分へ短縮できた。Anにおいては，
菌量 蛍光強度曲線の直線性が改善し定量精度も向上した。本定量法を用いて各細菌の PMMA への付着量を
比較したところ，高い順に Ao， Va, An, Ss, Sm であった。 PMMA表面の睡液処理によって Ao と Sm の付
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実験では，代表的口腔細菌 Streptococcusmutans (Sm) , Streptococcus sanguinis (Ss) , Actinomyces 
naesJundii (An), Actinomyces oris (Ao) , VeilloneJJa atypica (Va) を対象として，各菌懸濁液を作成し，代
謝基質の有無で alamarBlue⑧を加えて蛍光強度の増加を測定し，その定量感度と定量精度を検討した。次に，
これらの結果に基づき， alaIparBlue@ による各種細菌の PMMA への付着を，新規に考案した細菌付着量定量
装置を用いて評価した。さらに，本定量法を用いて各種汎用義歯材料 (PMMA，超速硬性常温重合型レジン，
常温重合型レジン，シリコン系軟質裏装材)への各種細菌の付着量の評価を行った。
Sm, Ss, An, Ao, Va の義歯材料への付着細菌量は alamarBlue⑧を用いた新規細菌付着定量装置によって
定量可能であることが示された。代謝基質の添加により定量感度は 2.3 ，......， 110 倍に向上し，それに伴い定量精
度も向上した。さらに，測定時間も 3 時間から 30 分へ短縮できた。加えて，細菌付着量は，材料の違いや細
菌種により多様な結果を示すことを明らかにした。
本研究により，新規に考案した細菌付着定量装置と代謝基質を添加した alamarBlue⑧法を用いて高感度，高
精度かつ非 RI で簡便な付着細菌定量法が確立され，各種義歯材料試験面への細菌付着量の定量が可能となっ
た。本研究で確立した新規定量法は，義歯材料だけではなく，広くバイオマテリアルへの付着細菌の定量に応
用できるものであり，歯科補綴学，歯科生体材料学の発展に大きな貢献をするものである。よって本論文は，
博士(歯学)の学位に相応しい論文と判断するものである。
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